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動 を行い ，こ の 蓮動を 中止す る と 同時 ぞこ 球 形 と な る 。 虫卵 は ・1 枚の 卵膜 に て 包ま れ ， そ の 形 態は 檬 々 であ

る が ，中央 に 存在す る ’。 nchosphora は 大 體 31〜35 × 38〜46μ で あ る 。　 onc1iospliora を もっ た 老 熟受胎片

節を ， 鷄 舍 の 魎 み場の 川 砂 rl一に 生 棲 し て い る ヨ ツ ボ シ コ ミ ズ ギ ワ ゴ ミ ム シ Tac ノリyS 伽 」茆α 45 　 BATES が 食

べ
， そ の 腹 腔 内 で cysticercoid に 發 育 す る 。cystlcercoid は 横徑 26 ア〜337μ 縦 徑 327〜489μ の 楕 圓形 を

し て い る 。 ヨ ツ ボ シ コ ミ ズ ギ ワ ゴ ミ ム シ の 自然惑 染率は 35．7％ で ， 相等 の 高奉 を 示 し て い る 。 こ の 昆虫の

腹腔 内 に 感染 し て い た cysticercoids を鷄 に 試 食 させ て 20 日後に ， 小場 に有輪 條虫 の 感 染 を み た 。而 して

鸚 へ の 人 工 感 染率 は 73．8％ で あ つ た 。 又鷄 舍内の ヨ ツ ボ シ コ ミ ズ ギ ワ ゴ ミ ム シ の 渭長 と ， 本 條 虫 の 落下

片節 の 淌 長 と は 大 齢 致 し て い る の で ，ヨ ツ ボ シ コ ミ ズ ギ ワ ゴ ミ ム シ は 本 條 虫 の 有力 な 中聞宿 主 で あ ろ

う 。

　　　　　　　　　　 位 指 差 顯斑 鏡 に よ る隷虫 卵 の観察　只 野 柳 〔岐 卓大 ・ 學 藝）

　AJVJtadiltiditm？ Vitlgare に寄 生 す る RhalJditis　sp ．の 生 の 卵 を 用 い て 細胞分裂 を位相差顯 微で 觀察 し た 。 雌

雄 前 覈は 回 鱈蓮 動 を 自由 に 行 L ・・ 柔彈性を有 す る 。 雌性前関 よ澑 溌に 行 動 す る 。 星状職 よ 細胞 質 の 密度 に 密

接 な 關係 を 有 す る 。紡 錘 體 が 形成 さ れ て か ら 起 る 細胞 質流動は ， 3 期 に 分け られ る 。そ し て 星状體 ， 紡 錘鱧

は 常 に 園轉 し なが ら 遐 動 す る 。 紡錘 饐 は 著 しい f申長 の 後 彎曲し ， 細 垉質 に 大 き な變化 を あ た え る 。 終 に そ の

結 果 赤 道 附迸 の 周 透 に く び れ が 現 れ る 。こ の くび れ の 深度 は 細 胞質 の 泓働 及 び 彎 曲 の 大小 に 比囲す る 。 紡錘 「

體 の 鰹曲 程 度 は 星 猷體 の 遲 勳 に 件 い ， 陽 に 變化す る 。 流動が 靜 止 す る と くび 想 ま と ま り丙層 の 顆粒 が 一列 に

並 び 融合 し て 細胞 膜 を形成す る 。

　（問 ） （1） 位 扣差 を使 つ て 普通顯微 鏡 と どん な 差異 及 び 利釜 が あ る か 。 （2） か L る 研 究 上 位相 差 と普 通顯

微鏡 と 二 つ 共 使 う必 要が あ る か ， 又は 位相差 の み に て よ い か 。（3｝位相 差顯 微鏡 の 使用 に 際し て 如何な る

方 法 を 用い た か 。 （岩 田 正 俊） （答 ） （］，） 星状 體 ．紡錘 乃 圄轉 ，形態 が 明 か に み ら れ る 。卵 細胞 最外眉の 透 明

暦が 分 り，星朕體形成 に 俘い ， 中心 饐 よ り放 身蹴 に 黄色 の す ちが み られ る 。 卵 細胞全 體が 立 齢 感を輿 え る 。

（2）位相 差 は 一般 に 觀察 L 難 い の で ， 常 に 動 い て い る もの で ， 特殊 な 局 部 の み を 觀察す る 時 は ， 普通顯微鏡

の 方 が よ い 場合 が あ る 。 そ ん な時は 最 初 に 普通 黷微鏡で 充 分に 觀察す る こ とが 必 要 と考 え ら れ る 。（3）生 の

卵 を RINGER 氏 液 に 浮 か し ， 位相 差 inedium を 用 い た 。

　　　　　　　　線虫 IChabditis　ikedai の 砌 期 發 生 に 就 い て　八 野 正 志 （岐 阜大 。學藝 ）

　材 織 ま pure 　cu1ture し た もの を用 い た 。　sperm は 長 目の 楕 圓形 で ア メ ーバ 橡 運 動 を 示 す 。卵 は 載 卵管

に 溜 い hifK卵圓形 と な る が ， 末 端 部 の もの で は germinal 　 vesicle が 見 ら れ な い 。 爾 こ の 部 の 蠕動 に 依 り受

精嚢 に 途 ら れ ，こ の 時受精が 行 わ れ ，新 に 膜 が み ら れ て 來 る 。雄前 機 は 合一迄長 軸 の 1 端 に 留 り ， 極饐放 出

は 他 端 で起 る 。次 い で 雌 性前核 は 堆性 前 陵 に 接 迸 合
一

す る 、合
一’tzbs卵 中央 へ 移 動 す る 際 回 轉 し ，　 aster ，

spindle は 長 軸 に 梺 行 と な り ， 第 1 分 割面 は こ れ に 直 角 に 起 っ て AB ，　 PL を 生 じ ，第 2 分裂 で A ，
．B，SL

Mes ．　En
，
　P2 を生 ず る 。 前 端及 び 背 測 の A ，　B は 外胚 葉性 ， 腹側 の St．　 Mes ，

En は 中 内胚葉性・後端 pz は 第

2 次 的外胚 葉性 ， 及 び 原 生殖細胞 と し て 働 く 。 分裂 と 共 に外胚藥性細胞は 膏駐背か ら背 腹 に 他 の 細胞 を 被 う。

第 5 分 裂時 に blar・tula に 逹す る が ，　 b】astocoel は 狹 小 ， 次 い で 内胚 葉 細胞 及 び 原 生殖細 胞 の Epibolie カ｛始

り ， 中胚葉 細 胞 は 第 6 分 裂時 に 姐 り，簿 て 原生 殖翩 胞 も見 ら 2Lt＝ い 。こ れ ら の 分 裂 は 常 に 外胚 葉性細 胞 か ら

始 り ，至 體 と し て periadicity を示す 。膕原形質 流は 受精後始 り ，後；Vlま で み られ 特に 極 饐放 出後 に
‘‘Pseud （尸

fur．che ”
を 斌 す 事が あ る 。 卵 の 極性は 前核合

一・方向 と關通 を もつ と 推 測 さ れ る が ，未 だ 決 定 し得 な い 。

（問 ） （1）位 相差顯微鏡 を硬 用 し て い ま す か 。   多細胞 に な つ て か ら は 普邇顯 微鏡 に て 親 察 す る方が よ

い か 。 〔岩 田 正 俊 ） （答 ） （1） stage に よ り用 い て み て い る 。　 〔2 ） medium 大 し か 用 い て い な い の で 斷定 で

きな い カ   概 して 多暦 で は み に くい 醸 で あ る 。從 つ て 兩者 を用 5 る の が 良 い と考 え て い る 。

（28 ）
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